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．第
４８
回

コ
ロ
ナ

第
三
の
場
所
」が
な
く
な
っ
て
い
る

ノ
ベ
老
老
σ
た
ｆ
Ｚ
珈
ろ
ゞ
壺
づ
ζ
ラ
ロ
■

コ
多
―
を
尉
好
　
柏
″
ヾ
昇
樟
屋

で
の
作
業
に
参
加
し
た
人
に
、
員
金
を
支
払
う
。
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、

「違
分
梅
林
」
の
復
興
に

つ
な
が

っ
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｐ
Ｓ
ラ
ボ

若
年
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
や

知
症
の
人
や
家
族
か
ら
相

談
を
受
け
、
認
知
症
の
人

同
士
の
交
流
や
社
会
参
加

を
支
援
す
る
も
の
。

現
在
、
梅
林
や
果
樹
園

で
の
作
業
の
参
加
者
は
５

～
１０
名
。
日
常
的
に
車
刈

り
を
行

っ
た
り
、
収
穫
期

に
は
果
実
の
収
穫
、
出
荷

作
業
な
ど
を
行
う
。
認
知

症
の
人
は
長
時
間
作
業
に

集
中
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
労
働
時
間
は
１
目

２
時
間
か
ら
４
時
間
と
短

め
に
設
定
さ
れ
る
。
時
給

は
９
０
０
円
前
後
ｃ

法
人
は
０９
年
に
、
園
芸

作
業
な
ど
を
通
し
て
地
域

の
若
年
性
認
知
症
の
人
に

レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
の
場

を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
た
。

業
の

一
般
枠
で
の
雇
用
、

障
害
者
枠
で
の
雇
用
以
外

の
、
「第
３
の

雇
用
の
場
」

を
作
る
こ
と
を
決
め
た
。

一雇
用
の
場
を
作
る
に
あ

た
り
、
法
人
の
資
金
力
や

人
手
の
不
足
と
い
う
課
題

が
あ

っ
た
．
そ
こ
で
、
地

元

の
農

業

法

人

と

連

携

し
、
か

つ
て
花
見
の
名
所

で
あ

っ
た

「追
分
梅
林
」

（〔一〕苺聟掏囀

私
は
か

つ
て
拙
著

「シ

ニ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
」
で

「退
職
者

の
た
め
の
第
二
の
場
所
」
と

い
う
考
え
方
を
提
唱
し
ま
し

た
。

「
退
職
後

に
毎

日
行
く

と
こ
ろ
が
な
い
」
不
満

・
不

便
の
解
消
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な

る
か
ら
で
す
。

そ
の
後
社
会
の
高
齢
化
の

進
展
で
、
若
者
向
け
だ

っ
た

カ
ラ
オ
ケ
に
シ

ニ
ア
が
行
く

よ
う
に
な
り
、
カ
ラ
オ
ケ
は

「退
職
者
の
た
め
の
第
二
の

場
所
」
の
代
表
に
な
り
ま
し

た
。と

こ

ろ
が

コ

ロ
ナ
禍

で

「カ
ラ
オ
ケ
は
ク
ラ
ス
タ
ー

源
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
ま
り
、

行
政
に
よ
る
行
動
規
制
の
対

象
と
さ
れ
、
シ

エ
ア
層
は
ほ

と
ん
ど
来
店
し
な
く
な

っ
て

い
ま
す
。

一
方
で
長
期
の
行
動
規
制

で
国
民
の
間
に
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま

っ
て
お
り
、
緊
急
事
態

宣

言

は

形

骸
化

し

て

い
ま

す
。
今
必
要
な
の
は
感
染
予

防
と
経
済
活
動
の
両
立
を
可

能
と
す
る
具
体
的
な
対
策
で

す
。

特
殊
紫
外
線
ラ

ン
プ

で

窄
気
感
染
リ
ス
ク
を
低
減

私
が
役
員
を
務
め
る
東
北

大
学
ナ
レ

ッ
ジ
キ

ャ
ス
ト
、

カ

ラ
オ

ケ

大
手

の

コ
シ
ダ

カ
、
オ
ー
ク
製
作
所
は
共
同

で
特
殊
紫
外
線
ラ
ン
フ
を
用

い
た

「除
菌

・
ウ
イ
ル
ス
不

活
化
機
器
」
を
開
発
し
ま
し

た

（写
真
）
。

東
北
大
学
が
大
腸
菌
な
ど

を
用
い
た
実
験
で
除
菌

・
抗

感染予防と経済活動の両立が大事
ウ

イ

ル

ス
性

を

確

認
済

み

で
、
顧
客
の
利
用
後
に
カ
ラ

オ
ケ
ル
ー
ム
で
波
長
２
５
４

ｎｍ
の
紫
外
線
Ｕ
Ｖ
Ｉ

Ｃ
を
５

～
１０
分
ほ
ど
照
射
す
る
こ
と

で
室
内
の
空
気
中
の
除
菌

・

ウ

イ

ル

ス
不
活

性

化

を

実

施
。
こ
れ
に
よ
り
清
掃
ス
タ

ッ
フ
と
次
の
顧
客

へ
の
空
気

感
染
を
防
ぎ
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
ま

す
。本

機
器
に
は
人
感
セ
ン
サ

ー
が

つ
い
て
お
り
、
照
尉
中

に
間
違
え
て
入
室
し
た
場
合

は
自
動
で
停
止
し
ま
す
ｃ
軽

量
で
扱
い
や
す
く
小
柄
な
女

性
ス
タ

ッ
フ
で
も
容
易
に
運

搬

・
設
置
で
き
ま
す
。

６
月
中
旬
か
ら
ま
ね
き
ね

こ
渋
谷
本
店

（東
京
都
渋
谷

区
）
な
ど
に
数
台
配
備
し
て

お
り
、
７
月
末
ま
で
に
１
０

福

祉

全

般

　

・● ０
台
導
入
後
、
全
店
舗

へ
の

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

本
機
器
は
、
カ
ラ
オ
ケ
ル

ー
ム
以
外
に
、
首
同
齢
者
施
設
、

飲
食
店

（
レ
ス
ト
ラ
ン
、
居

酒
屋
等
）
、
ホ
テ
ル
、
公

民

館
な
ど
の
公
共
施
設
で
の
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ

ス
ク
低
減
策
と
し
て
も
期
待

さ
れ
、
す
で
に
い
く

つ
か
の

企
業
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
来

て
い
ま
す
。

同
法
人
は
１９
年
か
ら
、

県
の
委
託
を
受
け
、

「奈

良
県
若
年
性
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
事
業
」
を
行

っ
て
い

る
。
活
動
は
、
若
年
性
認
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べ
家
族
と
の
会
話
が
増
え

た
と
の
声
が
あ

っ
た
。
最

近
で
は
、
行
政
や
企
業
に

よ
る
認
知
症
の
人
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
事
業
の
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
活
動
す
る

人
も
多
い
と
い
う
。

現
在
梅
林
で
は
年
間
約

１

ト

ン

の
梅

が

収

穫

で

き
、
２
０
０
０
人
が
花
見

に
訪
れ
る
。
昨
年
、
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
で
栽
培
す
る
古

行

政

の
農

林

課

を

介

し
ハ
引
き
こ
も
り
の
若
者

を
支
援
す
る
団
体
な
ど
も

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
よ
う
に
な

っ
た
ｃ

「今
後
は
、
ど
こ
か
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者

に
、
社
会
で
働
く
う
え
で

の
ス
キ
ル
を
教
え
ら
れ
る

よ
う
な
場
を
作

っ
て
い
き

た
い
」
と
若
野
代
表
翠
事

は
語

っ
た
。

高
齢
者
「友
人
い
な
い
」
３
割

内
閣
府
調
査
で

内
閣
府
は
６
月
１１
日
、

２
０
２
１
年
度
版
高
齢
社

会
白
書
を
公
表
。
一局
齢
者

の
生
活
と
意
識
に
関
す
る

国
際
比
較
調
査
の
と
り
ま

と
め
で
、
日
本
の
高
齢
者

は
家
族
以
外
で
相
談
が
で

き
る
友
人
が
少
な
い
と
い

う
結
果
が
示
さ
れ
た
。

調
査
は
、
日
本
の
高
齢

者
と
諸
外
国
の
高
齢
者
の

生
活
と
意
識
を
比
較
す
る

こ
と

を

日

的

と

し

て

い

る
ｃ
昨
年
１２
月
か
ら
今
年

１
月
に
、

６０
歳
以
■
の
男

女

を

対

象

に

実

施

さ

れ

た
．
比
較
対
象
国
は
ア
メ

リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ

ェ

ー
デ
ン
。

親
し
い
友
人
の
有
無
に

つ
い
て
は
、

「い
な
い
」

と
い
う
回
答
が
日
本
は
３‐

・
３
％
で
、
４
国
の
中
で

最
も
多
い
。
２
番
日
に
多

い
ア
メ
リ
カ

（
１４

・２
％
）

と
約
２
倍
の
差
が
あ
る
。

ま
た
、
近
所
の
人
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、

「お

茶

や

食

事

を

一
緒

に

す

る
」
と
い
う
回
答
が
、
諸

外
国
は
皆
２５
％
を
上
回
る

の
に
対
し
、
日
本
は
１４

・

２
∽
に
留
ま

っ
た
。

こ
う

し

た

結

果

を

受

け
、
今
年
２
月
に
内
閣
官

一房
に
孤
独

・
孤
立
対
策
担

当

室

が

設

置

さ

れ

て

い

る
。
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